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動を操作できていない問題点があった。本論文は、脳波と TMS を組み合わせた TMS-EEGの手法かつ
脳波の振動現象に着目した解析によって、これら問題点を解決している点は、独創的であり、その意
義は大きい。 
 
 第２章では脳波リズムの位相同期現象に着目した解析手法を提案したこと、第３章ではこれらの方
法を用いて大うつ病患者の治療前後の位相同期現象の違いを明らかにしたこと、は基礎神経科学とし
て高く評価できる。さらに第３章で提案した手法は将来的に大うつ病だけでなく様々な神経疾患と精
神疾患の治療システムの発展に貢献しうる点で、工学的にも医学的にも高く評価できる。 
 第４章では「諦める」という意思決定に着目し、第１段階でそれに関係する脳波リズムを特定し、
第２段階で rTMSを用いてその脳波リズムを誘発し、実際に意思決定を変容させた点が、新規性かつ
独創性の高い研究である。本論文で提案された方法論は、精神疾患の介入システムの発展に貢献しう
る点で、工学的にも医学的にも高く評価できる。 
 以上のように本論文は、TMS-EEG を用いて、ヒトの認知機能の解明と操作を達成している。本論
文の結果は、医療現場における診断と介入につながるものであり、今後は様々な認知機能に関する適
応および広範な社会環境での応用が期待される。また本論文における、脳波リズムの振動現象に着目
した解析方法論は、今後様々な研究分野と融合することで発展が期待できると評価できる。 
 
 
【最終試験の結果】 
令和２年１月２７日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著者
に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員に
よって、合格と判定された。 
 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な
資格を有するものと認める。 
 
 
